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６
月
２
７
日
の
佐
賀
地
裁
判
決
は
、

堤
防
締
め
切
り
に
よ
っ
て
泥
質
が
悪
化

し
た
こ
と
を
認
定
し
、
魚
介
類
の
生
息

が
困
難
な
貧
酸
素
水
塊
が
頻
発
す
る
事

態
を
招
い
た
と
認
定
し
、
ま
た
、
判
決

は
、
干
拓
工
事
に
よ
っ
て
海
底
の
泥
が

拡
散
し
毒
性
の
強
い
赤
潮
の
増
加
に
つ

な
が
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら

の
影
響
で
諫
早
湾
内
や
近
隣
海
域
で
ア

サ
リ
養
殖
や
漁
船
漁
業
に
被
害
が
出
て

い
る
と
認
定
し
た
、
そ
の
結
果
、
国
に

諫
早
湾
干
拓
潮
受
堤
防
の
開
門
を
命
じ

た
も
の
で
あ
る
。 

 

今
回
の
諫
早
湾
及
び
そ
の
周
辺
海
域

で
起
き
た
赤
潮
・
貧
酸
素
水
塊
の
発
生
、

魚
介
類
の
大
量
死
は
、
佐
賀
地
裁
が
認

定
し
た
諫
早
湾
干
拓
と
有
明
異
変
の
因

果
関
係
を
実
証
す
る
結
果
と
な
っ
た
。 

 

昨
年
の
悪
夢
が
再
来
す
る
結
果
と
な

り
、
漁
業
者
達
は
「
佐
賀
地
裁
判
決
が

認
め
た
と
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。
諫

早
干
拓
が
元
凶
だ
。
ア
セ
ス
な
ん
か
待

っ
て
い
ら
れ
な
い
。
農
水
省
は
判
決
に

従
い
直
ち
に
開
門
せ
よ
。
」
と
訴
え
た
。 

 

８
月
１
２
日
か
ら
１
３
日
に
か
け

て
、
有
明
海
の
沿
岸
、
特
に
長
崎
県
と

佐
賀
県
の
沖
合
で
ボ
ラ
や
ス
ズ
キ
、
ク

チ
ゾ
コ
、
エ
ビ
、
ワ
タ
リ
ガ
ニ
な
ど
様
々

な
魚
介
類
が
大
量
に
死
ん
で
い
る
の
が

見
つ
か
っ
た
（
写
真
は
、
諫
早
湾
干
拓

潮
受
堤
防
北
部
排
水
門
に
近
い
長
崎
県

諫
早
市
小
長
井
町
の
１
３
日
の
様
子
）
。 

独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
西
海
区
水
産
研
究
所
（
長
崎
市
）

に
よ
る
と
、
有
明
海
西
岸
で
魚
介
類
が

生
息
で
き
な
い
ほ
ど
酸
素
が
少
な
い

「
貧
酸
素
水
塊
」
が
発
生
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
ま
た
、
佐
賀
県
は
、
有
毒
な

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
る
シ
ャ
ッ
ト

ネ
ラ
を
原
因
と
す
る
赤
潮
が
有
明
海
西

部
で
発
生
し
有
明
海
が
貧
酸
素
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
発
表
し
、
こ
の
赤
潮
は
、

今
後
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て

漁
業
者
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

 
 

魚
介
類
大
量
死 

ア
サ
リ 

大
打
撃 

長
崎
県
・
佐
賀
県
沿
岸
で
は
、
こ
の

赤
潮
の
発
生
に
よ
り
ア
サ
リ
養
殖
に
被

害
が
出
て
い
る
。
佐
賀
県
大
浦
の
沿
岸

で
ア
サ
リ
養
殖
業
を
営
む
平
方
宣
清
さ

ん
（
５
５
）
は
、
赤
潮
発
生
前
と
比
べ

て
７
割
の
ア
サ
リ
が
死
滅
し
た
。
赤
潮

で
死
ん
だ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
昨 

年
の
悪
夢
の
再
来
だ
。
」
と
語
っ
た
。
昨

年
夏
、
佐
賀
県
沿
岸
で
は
、
赤
潮
に
よ

っ
て
養
殖
ア
サ
リ
が
全
滅
し
数
億
円
に

上
る
被
害
が
出
て
お
り
、
佐
賀
県
水
産

課
は
、
被
害
が
再
来
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
警
告
し
て
い
る
。 


